
期待 77-喃語と ASD: 

Oller, et al. (2010) PNAS, 107:13354-13359 と Supporting Information Appendix 

 

 この論文は、音声を自動的に分析する LENA システムを利用して定型発達、言語遅滞、

ASD の音声発達を比較した。音声の分析手続きを簡単に述べる。幼児の音声を CUC: Child 

Utterance Cluster に分けるが、800 ms 以上の無音区間で区切る。CUC は 600 ms 以上の持

続を持つ。大人の声や他の音が入ると、除外する（上図）。次に、CUC を CU に分ける。CU

は 300 ms 以上で、300 ms の無音区間で区切られる。CU は CVI: Speech Related Vocal Island

に分けられる。CVI は少なくとも 50 ms の rise-fall で 300 ms 以内の持続を持つ。CVI の内 

 

 

Vegetative と Cry を除いた CVI が

SVI: Speech Related Vocal Island

で SVI を含む CU が SCU: Speech 

Related Child Utterance で分析の

対象となる。Vegetative、Cry は分

析しない（下図）。SVI を含む CU

内に Cry 等があれば、それも分析 

から除外

する。 



LENA が SVI の分析に利用した 12 の音声パラメータが下の表である。説明は省略する。

12 のパラメータに関して、有 yes/無 no、＋/−のラベルを貼った。 

 

 録音時間や、発声数が幼児によって異なるので、＋のついた SVI の数と SCU の数の比

SVI/SCU ratio をパラメータごとに求めた。 

 次ページの上図Aは 12のパラメータの SVI/SCUと年齢の相関を定型発達Typical, 言語

遅滞 Delayed, 自閉スペクトラム障がい Autistic に分けて表示した。４つのカテゴリ内では

比較的類似の結果になっている。また、例外はあるものの、Autistic では全般的に相関が低

い。図 B, C は Typical の音声の発達的変化と、Autistic 赤と Delayed 黄の比較をした重回

帰分析の結果である。図 C の Delayed では回帰直線は Typical の下だが平行の関係にあり、

同じように発達しているが、一方、図 B の Autistic では年齢を重ねるに従い変動が大きく

なり、Typical の発達のラインから離れていくのが分かる。 



 

 その後は、音声データで 3 つの幼児の群を分類できるかを、一個抜き交叉検証 LOOCV

による線形判別分析 LDA で検討した。下図はその結果で、図 A, B は Autistic と Typical の

分類で、横軸は「Typical でない」の推定事後確率。事後確率の cutoff（閾値）が 0.52 で、

sensitivity (hit rate) は 0.75, specificity (correct rejection rate) は 0.98, 等エラー確率（図

B の交点）での sensitivity と specificity は 0.86 だった。下図 C, D は Delayed を加えた結果 

 



である。0.56 の cutoff で、Typical が正しく同定されたのは 0.90, Autistic と Delayed が

Typical と分類されなかったのはそれぞれ 0.80, 0.62 だった。等エラー確率（図 D の交点）

での sensitivity と specificity は 0.79 だった。下の表は 4 種類のデータで 3 群の幼児のすべ

ての組み合わせで分類を行った結果である。上の説明は左端の Entire sample の結果である。

いずれのデータでも多くの組み合わせで分類は有意で、LENA system が有効であることを

示した。以下省略する。 

 

 結局、LENA を導入することは、音声の分析に必要な人員と時間を節約することになるか

もしれない。ただ、分析は大まかな可能性があり、研究の目的により音声分析専門家のチェ

ックが必要になるだろう。また、ビデオ撮影による視覚データはどうしても欠かせない。

LENA には専用のマイクがあるらしいが、LENA がビデオの音声データを分析できるか分

からない。いずれにしてもビデオと併用することが好ましい。 

 

 LENA を利用した研究は Google scholar で調べることができるだろう。この論文と同じ

時期の Oller のグループの研究に、Warren et al. (2010) J. Autism Dev. Disord., 40:555-569

がある。また、新しい論文では、Swanson et al. (2019) Autism Res., 12:1784-1795 がある

（この論文は来月に紹介する予定である）。LENA の会社の HP もあるようだ。 


